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名鉄新清洲駅付近鉄道高架化事業の本線工事・
仮線工事(側道工事あり)

調査は、愛知県建設局道路建設課尾張建設事務所による名鉄新清洲駅付近鉄道高架化事
業の本線工事・仮線工事(側道工事あり)に伴う事前調査として、愛知県県民文化局より委
託を受け、実施した。調査面積は260㎡の2面調査である。

清洲城下町遺跡は清須市中央部を流れる五条川両岸の自然堤防状の微高地とその後背
湿地に広がる遺跡である。今回の調査区は県道127号(清須新川線)を挟んで西側を24A区、
東側を24B区として設定した。

調査は県道127号を挟んだ東側の24B区から開始した。24B区の東端では、江戸時代中期
の井戸16SEが検出され、西端では区画溝や礎石を伴う柱穴などが確認された。井戸16SE
は、上層で廃絶時に投げ込まれたと考えられる擂鉢や鉢などの陶器類が出土し、下層では
木質の板材や拳大の円礫が検出された。また、井戸の底面付近では井戸側が残存していた。

これらの遺構は、美濃路が整備された宿場町期の遺構と考えられ、街道沿いに展開した
町屋に関連する遺構と考えられる。24A区でも、同様の町屋に関連する遺構が展開すると
思われる。

 （田中　良）

清須市清洲地内
（北緯35度12分59秒 東経136度50分10秒）

令和7年1月～3月
260㎡　
永井宏幸・田中　良 調査地点（1/2.5万「清洲」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

井戸 16SE 遺物出土状況 ( 東から )
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洲城下町遺跡（本発掘調査B）　

愛知県埋蔵文化財センター　令和6年度　年報　2025.3




